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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

顔
面
把
手　

土
偶　

土
製
頭
部
片　

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影　

種
実
圧
痕　

縄
文
時
代　

縄
文
土
器

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
採
集
の

土
製
頭
部
片
の
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
を
行
っ
た
。
撮
影
画
像
の
分
析
か
ら
、
製
作
に
か

か
る
情
報
、
胎
土
に
含
ま
れ
る
種
実
等
の
圧
痕
の
可
能
性
が
あ
る
空
隙
の
存
在
等

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
資
料
は
頸
部
以
下
を
欠
損
し
て
お
り
全
体
像
が
不
明
だ
が
、
今
回
の
撮
影
を

通
し
て
も
、
決
め
手
と
な
る
よ
う
な
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

は
じ
め
に

　

当
館
で
所
蔵
す
る
横
浜
市
栄
区
公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
採
集
の
土
製
頭
部
片
（
第

1
図
、資
料
番
号
：CX

0005551

）
に
つ
い
て
、こ
の
度
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
（Computed 

Tomography

、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

一　

対
象
資
料
に
つ
い
て

　

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
本
誌
38
号
に

お
い
て
実
測
図
、
外
観
写
真
と
と
も
に

報
告
し
て
い
る
が
（
千
葉
二
〇
一
二
、

以
下
「
前
稿
」
と
す
る
）、
改
め
て
要

点
を
以
下
に
記
し
て
お
く
。

　

本
資
料
は
縄
文
時
代
中
期
中
葉
勝
坂

式
前
半
期
所
産
の
中
空
の
土
製
頭
部
片

で
あ
る
。
最
大
の
特
徴
は
そ
の
大
き
さ

（
現
存
高
：
17
・
7
㎝
、
横
幅
：
19
・

4
㎝
）
で
あ
り
、
縄
文
時
代
中
期
の
顔

面
・
頭
部
表
現
と
し
て
は
日
本
列
島
最

大
級
で
あ
る
。

　

頸
部
以
下
を
欠
損
し
て
お
り
、
深
鉢

形
土
器
に
付
属
す
る
顔
面
把
手
か
、
土

偶
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
な
の
か
判

別
が
困
難
だ
が
、
い
ず
れ
だ
と
し
て
も

本
資
料
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
で
の
類
例
は
現

状
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
横
浜
市
公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡

採
集
縄
文
時
代
土
製
頭
部
片
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
に
よ
る
分
析

0 10cm（1/4）

第 1図　横浜市公田ジョウロ塚遺跡採集土製頭部片（千葉 2012 より）
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本
資
料
が
中
空
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
当
館
で
は
顔
面
把
手
の
可
能
性
を
想
定
し

て
き
た
が
（
川
口
一
九
八
七
等
）、
当
該
期
の
土
偶
に
は
頭
部
が
中
空
と
な
る
も
の

も
存
在
し
、
中
空
で
あ
る
こ
と
が
土
偶
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
否
定
し
な
い
。
前

稿
で
は
釣
手
土
器
に
付
属
す
る
顔
面
把
手
の
可
能
性
も
指
摘
し
た
が
、
現
状
で
は
い

ず
れ
に
も
決
め
手
を
欠
き
判
断
し
か
ね
て
い
る
。
本
稿
で
は
便
宜
的
に
本
資
料
を

「
土
製
頭
部
片
」
と
し
て
お
く（

1
（

。

二　

Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
の
結
果
と
観
察
所
見

　

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
は
、
前
後
・
左
右
の
垂
直
断
面
お
よ
び
水
平
断
面
に
つ
い
て
１
㎜

間
隔
で
行
っ
た（

（
（

。
以
下
に
示
す
の
は
、
撮
影
し
た
531
枚
の
画
像
の
う
ち
、
製
作
時
の

粘
土
の
単
位
が
比
較
的
観
察
し
や
す
い
画
像
お
よ
び
種
実
圧
痕
の
可
能
性
が
あ
る
空

隙
が
認
め
ら
れ
た
画
像
と
そ
の
ト
レ
ー
ス
図
で
あ
る
。

（
１
）
製
作
の
痕
跡
に
関
す
る
所
見

　

前
後
方
向
垂
直
断
面
で
は
、
厚
さ
（5
～
35
㎜
程
の
粘
土
に
よ
る
頭
部
の
基
本
形
態

の
成
形
に
加
え
、
鼻
部
、
頭
頂
部
、
後
頭
部
の
粘
土
貼
り
付
け
状
況
が
確
認
で
き
る

（
第
（
図
）。
頭
部
基
本
形
に
は
輪
積
み
痕
の
よ
う
な
粘
土
接
続
の
痕
跡
が
数
か
所
認

め
ら
れ
る
。
鼻
孔
に
つ
い
て
、
第
（
図
a
断
面
を
見
る
と
内
側
の
粘
土
は
穿
孔
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
上
に
粘
土
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
頭
部
基
本
形
の
成
形
後
、
外
面
か
ら
孔
を
一
つ
穿
ち
、
そ
の
後
、
孔
に
被
せ
る

よ
う
に
粘
土
を
貼
り
付
け
て
鼻
を
作
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

左
右
方
向
垂
直
断
面
で
も
、
頸
部
か
ら
額
の
成
形
時
の
輪
積
み
痕
が
、
不
明
確
な

が
ら
数
か
所
認
め
ら
れ
る
（
第
3
図
）。
そ
れ
に
比
べ
頭
頂
部
の
成
形
に
は
粘
土
を

蓋
状
に
被
せ
て
い
る
様
子
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
肉
眼
に
よ
る
内
面
観
察
で

も
明
確
な
段
が
見
え
る
（
第
5
図
）。
耳
の
高
さ
よ
り
上
方
で
は
粘
土
が
数
層
に
重

ね
ら
れ
厚
み
が
増
す
。
耳
、
頭
頂
部
突
起
の
貼
付
け
痕
は
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
c

断
面
の
観
察
か
ら
、
頭
頂
部
の
環
状
突
起
は
二
つ
の
環
状
の
粘
土
を
貼
り
合
わ
せ
て

い
る
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。

　

水
平
断
面
か
ら
は
、
耳
部
、
後
頭
部
の
貼
付
け
を
除
き
、
粘
土
の
単
位
が
ほ
と
ん

ど
確
認
で
き
な
い
（
第
4
図
）。
輪
積
み
の
「
輪
」
の
始
点
と
終
点
の
接
続
部
か
と

思
わ
れ
る
亀
裂
が
一
か
所
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
資
料
の
成
形
か
ら
施
文
に
至
る
製
作
手
順
を
推
定
す
る
。

・
幅
広
の
粘
土
帯
を
広
義
の
輪
積
み
に
よ
り
積
み
重
ね
、
頸
部
か
ら
額
付
近
に
か
け

て
樽
状
に
成
形
し
、
そ
の
後
内
面
を
調
整
す
る
。

・
円
形
の
粘
土
で
頭
頂
部
に
「
蓋
」
を
し
、
球
状
の
頭
部
基
本
形
態
を
作
る
。
な
お
、

現
状
で
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
頸
部
よ
り
下
方
も
製
作
時
に
は
も
ち
ろ
ん
存
在
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
頭
頂
部
に
「
蓋
」
を
す
る
こ
と
で
内
面
に
手

や
工
具
が
入
ら
な
く
な
り
、
こ
れ
以
降
の
製
作
工
程
に
よ
っ
て
生
じ
る
内
面
の
凹

凸
等
は
調
整
さ
れ
な
い
ま
ま
残
る
こ
と
に
な
る
。

・
鼻
の
高
さ
よ
り
上
に
か
け
て
粘
土
を
重
ね
厚
く
す
る
。

・
鼻
の
部
分
に
孔
を
一
つ
穿
つ
。

・
粘
土
の
貼
り
付
け
に
よ
り
頭
頂
部
、
後
頭
部
、
両
耳
、
鼻
を
作
出
す
る
。

・
目
、
鼻
、
口
を
外
部
か
ら
穿
孔
す
る
。

・
文
様
描
出
、
表
面
を
調
整
し
完
成
と
な
る（

3
（

。

　

勝
坂
式
期
の
土
偶
製
作
技
法
に
つ
い
て
は
、
小
野
正
文
が
山
梨
県
釈
迦
堂
遺
跡
出

土
の
土
偶
を
通
し
て
整
理
し
て
お
り
「
輪
積
法
」
の
存
在
も
指
摘
し
て
い
る
（
小
野

一
九
八
七
）。
そ
れ
に
よ
る
と
「
輪
積
法
」
は
「
土
器
と
同
じ
要
領
で
土
偶
を
つ
く

る
方
法
」
で
あ
り
、「
主
に
大
型
中
空
土
偶
」
の
製
作
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。
本

資
料
が
土
偶
で
あ
る
か
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
こ
れ
に
類
す
る

製
作
技
法
と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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b

補修箇所（樹脂）

輪積み痕？

第 2図　X線CT撮影画像およびトレース図（1）前後方向垂直断面
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c

5cm

5cm
c

a トレース

b トレース

c トレース
補修箇所（樹脂）

輪積み痕？

第 3図　X線CT撮影画像およびトレース図（2）左右方向垂直断面
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right

front

5cm

5cm

right

front

b

a

a トレース

a

b

補修箇所（樹脂）

5cm

輪の接続部？

第6図1

1a 10mm

10mm

10mm

10mm

10mm10mm

1b

2 3

4 5

第 4図　X線CT撮影画像およびトレース図（3）水平断面

第 6図　X線CT撮影画像に見える圧痕 第 5図　内面
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註（
1
）
東
京
国
立
博
物
館
の
「
縄
文
展
」
で
は
、
本
資
料
に
つ
い
て
「
土
偶
頭
部
」
と
し
た
う
え
で
、

「
顔
面
把
手
と
す
る
考
え
も
あ
る
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
（
東
京
国
立
博
物
館
編
二
〇
一
八
）。

（
（
）
本
撮
影
は
、東
京
国
立
博
物
館
に
て
二
〇
一
八
年
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
特
別
展
縄
文
―
一

万
年
の
美
の
鼓
動
―
」
お
よ
び
同
年
パ
リ
日
本
文
化
会
館
（
フ
ラ
ン
ス
）
で
開
催
さ
れ
た
展
覧

会「JÔ
M

O
N

　

N
A

ISSA
N

CE D
E L'A

RT D
A

N
S LE JA

PO
N

 PRÉHISTO
RIQ

U
E

」

へ
の
本
資
料
の
出
陳
に
伴
い
、
本
資
料
の
状
態
確
認
の
目
的
も
兼
ね
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

撮
影
は
以
下
の
条
件
に
よ
り
東
京
国
立
博
物
館
保
存
修
復
課
調
査
分
析
室
が
実
施
し
た
。

装
置
： 

エ
ク
ス
ロ
ン
社
製
大
型
Ｃ
Ｔ　
　

Ｘ
線
管
： 

Ｙ
・
Ｔ
Ｕ
６
０
０
─

Ｄ
０
１

電
圧
： 

四
五
〇
kV　
　

電
流
： 

一
・
五
五
mA　
　

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
イ
ム
： 

五
〇
〇
ms

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
数
： 

二
〇
七
〇

フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
： 

パ
ー
キ
ン
エ
ル
マ
ー
社
製
、
Ｘ
Ｒ
Ｄ
一
六
二
〇

撮
影
対
象
～
Ｘ
線
管
球
間
距
離
： 

七
四
三
・
四
八
㎜

受
光
部
～
Ｘ
線
管
球
間
距
離
： 

一
七
六
〇
・
五
㎜

作
業
者
： 

荒
木
臣
紀
、
宮
田
将
寛
（
東
京
国
立
博
物
館
保
存
修
復
課
調
査
分
析
室
）

作
業
日
： 

二
〇
一
八
年
九
月
十
八
日

（
3
）
本
資
料
を
採
集
し
た
金
子
氏
に
よ
る
と
、
出
土
時
に
は
赤
色
の
彩
色
が
あ
っ
た
と
言
う
が
、
肉

眼
に
よ
る
限
り
現
状
で
は
ほ
と
ん
ど
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

引
用
文
献

小
野
正
文　

一
九
八
七
「
土
製
品
」『
釈
迦
堂
II　

本
文
編
』
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査

報
告
書
（1
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
・
日
本
道
路
公
団

川
口
徳
治
朗　

一
九
八
七
「
横
浜
市
・
公
田
町
出
土
の
大
型
人
面
把
手
」『
神
奈
川
県
立
博
物
館
だ

よ
り
』
第
96
号　

神
奈
川
県
立
博
物
館

千
葉　

毅　

二
〇
一
二
「
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
土
偶
・
人
面
把
手
」『
神
奈
川
県
立
博

物
館
研
究
報
告
―
人
文
科
学
―
』
第
38
号
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

東
京
国
立
博
物
館
編　

二
〇
一
八
『
特
別
展
縄
文
―
一
万
年
の
美
の
鼓
動
―
』
東
京
国
立
博
物
館
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
朝
日
新
聞
社

（
2
）
圧
痕

　

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
に
よ
り
、
器
面
、
破
断
面
に
は
表
出
し
な
い
「
潜
在
圧
痕
」
の
可

能
性
が
あ
る
空
隙
が
数
か
所
確
認
で
き
た
（
第
6
図
）。

　

第
6
図
1a
、
1b
は
、
同
一
部
分
を
垂
直
（
1a
）、
水
平
（
1b
）
に
撮
影
し
た
画
像

で
あ
る
。
長
さ
6
・
5
㎜
程
で
や
や
扁
平
の
空
隙
が
認
め
ら
れ
、
当
該
期
の
土
器
に

散
見
さ
れ
る
ツ
ル
マ
メ
圧
痕
の
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
第
4
図
b
断
面
の
後
頭
部

に
認
め
ら
れ
る
空
隙
も
こ
れ
と
同
一
の
空
隙
で
あ
る
。
（
～
5
に
見
ら
れ
る
径
（
～

3
㎜
の
円
形
の
空
隙
も
、
現
状
で
は
判
別
が
困
難
だ
が
種
実
圧
痕
で
あ
る
可
能
性
も

想
定
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

冒
頭
に
記
し
た
通
り
、
本
資
料
は
顔
面
把
手
な
の
か
、
土
偶
な
の
か
、
あ
る
い
は

そ
の
他
な
の
か
判
然
と
し
て
こ
な
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
今
回
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影

を
通
し
て
も
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
る
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
製
作
の
状

況
や
種
実
圧
痕
の
存
在
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
本
資
料
の
理
解
に

お
い
て
重
要
な
情
報
と
な
ろ
う
。

　

種
実
等
の
圧
痕
に
つ
い
て
、
当
該
期
の
土
器
に
み
ら
れ
る
圧
痕
検
出
例
は
多
く
蓄

積
さ
れ
て
い
る
が
、
土
偶
、
顔
面
把
手
等
と
い
っ
た
土
器
以
外
で
の
検
出
例
は
未
だ

少
な
い
。
今
後
、
関
連
分
野
の
研
究
者
ら
と
も
連
携
し
、
今
回
撮
影
し
た
画
像
の
精

査
、
更
な
る
圧
痕
の
検
索
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
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